
地方創生における住宅団地の再生事例 【北海道北広島市 北広島団地】

○昭和45～52年に造成、分譲戸建住宅を中心とした、北海道で有数の大規模住宅団地。
〇現在は市内の他の地域と比較して高齢化が進行。
（高齢化率（平成30年10月時点） 北広島団地地区：45.2％、北広島市全体：31.2％）

〇継続して住み続けられ、若い世代を呼び込む住宅団地に再生するため、
・住み替え支援組織（協議会）の立ち上げ、定住相談等。 ・小学校跡施設に福祉施設や交流施設を導入。
・公共交通機関の再整備。 ・用途地域を変更し、小規模店舗を誘導。
→地方創生の課題として地域再生計画に位置づけ、地方創生推進交付金により取組を支援。

用途地域を、独立の店舗が原則立地できない「第一
種低層住居専用地域」から、小規模店舗（150m以
下） が立地できる「第二種低層住居専用地域」へ変
更し、店舗の誘導を図る。＜H27.12＞

小学校跡施設を利用して、
福祉施設（グループホー
ム、訪問介護事業所、介
護小規模多機能型居宅
介護、サービス付き高齢
者向け住宅等）を導入。
＜H26.4＞

出典：北海道教育委員会HP

路線バスの利
用促進、公共
交通機関の再
整備

団地再生に地方創生
推進交付金を活用
＜H28～30年度＞

・協議会※による
住み替え支援活動
・公共交通利用促進
のためのPR 等入居開始 昭和46年

面積 441ha

住戸数

7,799戸
（分譲住宅（戸建住宅、共同住
宅）、公営住宅、UR住宅で構
成）

団地のイメージアップの取組

※官民で構成（市、金融機関、
UR、建設・不動産業者）


